
 

  報報告告書書のの活活用用例例    

・1707富士山宝永噴火 

 神奈川県立歴史博物館特別展「富士山大噴火－宝永の「砂降り」と神奈川－」 

 平成 18年 11月 12日 於：神奈川県横浜市 

・1923関東大震災（第１編） 

 第２回消防科学技術寄付講座公開セミナー 

 「関東大地震についての新しい知見とそこから得られる教訓」 

 平成 18年 10月 10日 於：文京区（東京大学） 

・1783天明浅間山噴火 

 フォーラム「浅間山を知る」 平成 18年 5月 28日 於：群馬県中之条町 

               平成 18年 6月 25日 於：長野県御代田町 

・1891濃尾地震 

 「岐阜県防災の日」制定記念フォーラム「濃尾地震から導く現代への教訓」 

 平成 17年 11月 6日 於：岐阜県岐阜市 

・1982長崎豪雨災害 

 「長崎豪雨災害の教訓に関する調査報告会」 

 平成 17年 3月 28日 於：長崎県長崎市 

 

  今今後後のの活活用用予予定定    

・1854安政東海・安政南海地震 

 歴史地震研究大会における講演会（下田市、歴史地震研究会共催） 

 平成 19年９月 15～17日 於：静岡県下田市 

・1847善光寺地震 

 フォーラム（仮称）（長野県主催） 

 平成 19年５月下旬～６月上旬頃 於：長野県 

・1990雲仙普賢岳噴火 

 第５回火山都市国際会議中のフォーラム（島原市、日本火山学会主催） 

 平成 19年 11月 19日～23日 於：長崎県島原市 

参考資料５
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報告書の活用について

資料３

現在の活用策

報告書本体の配付等
都道府県防災担当部署等への配布、
内閣府防災担当のホームページへの報告書掲載

報告書本体の配付等
都道府県防災担当部署等への配布、
内閣府防災担当のホームページへの報告書掲載

報告書内容の広報
報告書作成分科会委員による「広報ぼうさい」への寄稿

報告書内容の広報
報告書作成分科会委員による「広報ぼうさい」への寄稿

報告書内容の海外への普及・啓発
国連防災世界会議におけるフォーラムの開催
同会議におけるパンフレットの配布

報告書内容の海外への普及・啓発
国連防災世界会議におけるフォーラムの開催
同会議におけるパンフレットの配布

報告書を活用した講演会等（報告書作成分科会委員による）
「1982長崎豪雨災害報告書」 於：長崎
「1891濃尾地震報告書」 於：岐阜
「1783天明浅間山噴火報告書」 於：群馬、長野

報告書を活用した講演会等（報告書作成分科会委員による）報告書を活用した講演会等（報告書作成分科会委員による）
「1982長崎豪雨災害報告書」 於：長崎
「1891濃尾地震報告書」 於：岐阜
「1783天明浅間山噴火報告書」 於：群馬、長野

今後の活用策の検討

等

（１）専門調査会報告書の活用

・・報告書を活用した報告書を活用した

講演会・講義等の推進講演会・講義等の推進

・報告書の広報の促進

「広報ぼうさい」への寄稿の促進

・報告書内のコラムの活用

様々な機会を通じて紹介、

防災教育等における利用（（２）参照）の促進

（２）「災害被害を軽減する国民運動の推進に関する基本方針」に基づく

災害履歴の活用

・“防災（減災）活動へのより広い層の参加”を促すために報告書を活用

・報告書内容を“（正しい知識を）魅力的な形でわかりやすく提供する”。

例

『○○災害』
分野：災害概要、対応、情報、…
委員：** **、 ** ** 、 ** **、…
・・・

（報告書執筆委員等）
災害教訓普及専門家リスト（仮称）災害教訓普及専門家リスト（仮称）

窓口：内閣府防災担当

派遣依頼申し込み

講義等

行政機関行政機関
防災関係機関等防災関係機関等

執筆委員等執筆委員等

災害教訓の継承に関する専門調査会（第８回、平成18年７月21日）
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第２回消防防災科学技術寄付講座公開セミナーご案内 

 
主題：「関東大地震についての新しい知見とそこから得られる教訓」 

 

    主催：東京大学大学院工学系研究科 都市工学専攻 

消防防災科学技術寄付講座（関沢研究室） 

    URL ： http://www.fse.t.u-tokyo.ac.jp 

 
 

いつ起きても不思議ではないと言われる東海地震をはじめ、東南海地震、南海地震などの巨大地

震や首都直下地震の被害予測や防災対策が関心を呼んでいます。80 年以上も前に発生した 1923

年関東大地震は、海溝型地震であると同時に震源断層が大都市近辺にまで潜り込んでいたことによ

り直下地震としての特性も有していました。そのために、津波、地盤災害、建物被害、そして火災被害

と実に様々な被害様相を呈しながら、かつ東京や横浜などに甚大な被害を及ぼしました。 

このたび、この関東大地震についての最新の知見とそこから得られる教訓について各専門の方か

らご講演いただくとともに、これから我々が備えるべき課題について討論を行うことを目的として、下記

の要領で本寄付講座主催の第二弾公開セミナーを開催することに致しました。ついては、本公開セミ

ナーに、ぜひ多くの方にご参加頂きますようご案内申し上げます。 

 

記 

日時： 平成 18 年 10 月 10 日（火） 13:30－17:00 （開場 13：00） 

場所： 東京大学 山上会館大会議室 （本郷キャンパス内三四郎池近く） 

主題： 「関東大地震についての新しい知見とそこから得られる教訓」 

 

13:30－13:35 開会の挨拶           

内閣府政策統括官（防災担当）付災害予防担当企画官    荒木潤一郎 

東京大学消防防災科学技術寄付講座客員教授         関沢 愛 

13:35－14:20 (1)「被害の全体像：地震の様相、揺れ、津波」        鹿島建設  武村雅之 

14:20－15:05 (2)「各地の土砂災害、地盤災害」                日本工営  井上公夫 

15:05－15:50 (3)「火災による被害」     東京大学消防防災科学技術寄付講座  西田幸夫 

  休憩（20 分） 

16:10－17:00 (4)パネルディスカッション  司会  関沢 愛 

          ※パネリストは講師 3 名に加えて鈴木淳先生（東京大学大学院）を予定しています 

 

参加申込： 講演会参加費は無料。なお、会場が 100 名規模ですので、参加ご希望の方は平成 18 年 9
月 25 日（月）までにできるだけお早めにお申し込みください。 

申込は、以下の項目を記入して下記申込先にFAX，あるいはE-mailにてお申込み下さい。 
    １）氏名 ２）所属 ３）連絡先（勤務先住所・電話及び FAX・E-mail） 
    FAX（03）5841－7327  E-mail ： takahashi@fse.t.u-tokyo.ac.jp （高橋あて） 
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ページ 1

2006/12/15 15:26:08http://www.pref.gifu.lg.jp/pref/s11117/noubiforum/noubijishinforum.html

「岐阜県防災の日」制定記念フォーラム

『濃尾地震から導く現代への教訓』

を開催いたしました（平成１７年１１月６日）。

※本フォーラムの模様は１１月１６日の岐阜新聞朝刊にて特集記事を掲載する予定です。

主　　催　　岐阜県、岐阜新聞・岐阜放送

後　　援　　内閣府、岐阜市、朝日新聞社、ＮＨＫ岐阜放送局

開催日時　　平成１７年１１月６日（日）　午後１時３０分開始

開催場所　　ホテルグランヴェール岐山（岐阜市柳ヶ瀬通）カルチャーホール

定　　　員　　　３００名

岐阜県では濃尾地震（１８９１年）発生の１０月２８日を「岐阜県地震防災の日」と制定しました。来るべき東海、東

南海地震や内陸型地震など巨大地震発生に際しての被害を最小限に食い止めるための県民の防災意識向上に資すること

が狙いです。一方、国においても今年、中央防災会議「災害教訓の継承に関する専門調査会小委員会」における濃尾地

震分科会が今年９月末の刊行をめどに写真データベースＣＤ入り報告書をまとめています。フォーラムでは、これらに

関わった方々から貴重な意見を頂きながら防災への関心を高めていきます。

出　　演　　◇挨拶 県防災局長

　　　　　　　　　◇基調講演　　　伊藤和明氏（NPO法人　防災情報機構会長）

　　　　　　◇コーディネーター　山岡耕春氏（東京大学地震研究所教授）

　　　　　　◇パネリスト

　　　　　　　北原糸子氏（神奈川大学非常勤講師）

　　　　　　　松田之利氏（岐阜市立女子短大学長）

　　　　　　　戸松　修氏（岐阜大学教授）

　　　　　　　　　　　西澤泰彦氏（名古屋大学助教授）

問合せ先

　　　　　　　　　　岐阜新聞・岐阜放送　事業局　【防災の日フォーラム】係

　　　　　　　　　　電話　058（264）7010　　　ＦＡＸ　058（２６５）１６３２

　　　　　　　　　　E-mail：kyokun@gifu-ne.co.jp

もどる
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危機管理・消防防災課のページへ

長崎豪雨災害の教訓に関する調査報告会 

 

  ３月２８日長崎県農協会館において、気象台、自衛隊、警察、市町村、消防機関な

ど各方面から約２５０ 

名の方々に参加していただき、中央防災会議の「災害教訓の継承に関する専門調査

会」と長崎県との共催 

によりまして、「長崎豪雨災害の教訓に関する調査報告会」を、被災地である長崎に

おいて開催いたしまし 

た。 

 この報告会を契機に、長崎大水害の教訓を振り返り、県民みなさまの心の中にいつ

までも継承し続ける 

ことを願っております。 

１ 日時： 平成１７ 年３ 月２８ 日（ 月） 午後２ 時～ 午後５ 時 

 

２ 会場： 長崎県農協会館７ 階会議室（ 長崎市出島町１ － ２０ ） 

 

３ 概要： 

 （ １ ） 挨拶 

     ・吉田岩水長崎県総務部理事 

     ・伊藤和明元ＮＨＫ 解説委員（ 中央防災会議「災害教の継承に関する専門調査会」座

長） 

 

 （ ２ ） 講演 

      高橋和雄長崎大学工学部教 

       （中央防災会議「災害教訓の継承に関する専門調査会」長崎豪雨災害分科会主査 

 

 （ ３ ） パネル・ディスカッション 

     ・伊藤和明    元ＮＨＫ 解説委員（ コーディネーター) 

     ・川原 孝     長崎県諫早土木事務所長 

     ・瀬尾克美    ㈱日さく常務執行役員 

     ・高橋和雄    長崎大学工学部教授 

     ・槌田禎子    テレビ長崎記者兼デスク 

     ・浜下嘉壽雄   長崎市奥山地区自治会長 

     ・川原邦博     長崎県危機管理・消防防災課長 

 

   主催 

     ・中央防災会議「災害教訓の継承に関する専門調査会」長崎豪雨災害分科会 

                      〔事務局： 内閣府（ 防災担当） 災害情報調査室〕 

     ・長崎県 
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あいさつ（長崎県総務部理事） あいさつ（伊藤和明元ＮＨＫ 解説委員） 

  

講演（高橋和雄長崎大学工学部教授） 講演２ 

  

パネル・ディスカッション 北原糸子神奈川大学非常勤講師 発言 
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災害教訓の継承に関する専門調査会 http://www.bousai.go.jp/jishin/chubou/kyoukun/index.html

中央防災会議「災害教訓の継承に関する専門調査会」のページ

　

項目をクリックするとご覧になれます。

はじめに

 「災害教訓の継承に関する専門調査会」とは

　

■設置目的・経緯
　過去に経験した大災害について、被災の状況、政府の対応、国民生活への影響、社会経済への
影響などを体系的に収集することにより、被災の経験と国民的な知恵を的確に継承し、国民の防災
意識を啓発するとともに、将来の災害対応に資することを目的として、平成15年５月の中央防災会
議において本専門調査会の設置が決定されました。

■専門調査会の進め方
　本専門調査会は、以下の点を中心に、災害教訓を計画的・体系的に整理のうえ、概ね10年程度
にわたって整理し、教訓テキストを整備することとしています。
○地震、噴火、津波、水害その他の災害種類別の取りまとめ
○被災の状況、政府の対応、国民生活への影響、特別な貢献をした人物とその内容

■調査結果の活用
　義務教育から生涯学習に至るまであらゆる機会を捉えて教訓テキストを活用し、教訓の継承に資
することとしています。

　＜広報「ぼうさい」＞　・・・　読み切りシリーズ「過去の災害に学ぶ」　まずはココから！

　

・第１回「歴史災害の見直しと災害教訓の検証」、No.25（2005年1月号）,18 -19ページ
・特別編「津波と稲むらの火」、No.26（2005年3月号）,14- 15ページ
・第２回「明暦3年（1657）江戸大火と現代的教訓」、No.26 （2005年3月号）,16-17ページ
・第３回「1982長崎豪雨災害」、No.27（2005年5月号）, 18-19ページ
・第４回「1896年明治三陸地震津波」、No.28（2005年7月号）,18-19ページ
・第５回「1888年磐梯山噴火災害」、No.30（2005年11月号）,18-19ページ
・第６回「寛文2年（1662）近江・若狭地震」、No.32（2006 年3月号）,14-15ページ
・第７回「安政2年（1855）江戸地震」、No.33（2006年5月号）,12-13ページ
・第８回「明治23年（1890）エルトゥールル号事件」、No.34 （2006年7月号）,16-17ページ
・第９回「天明3年（1783）浅間山噴火」、No.35（2006年9 月号）,16-17ページ
・第１０回「明治24年（1891）濃尾地震」、No.36（2007年 11月号）,16-17ページ

　＜報告書の活用例＞

　

・1707富士山宝永噴火：　平成18年11月12日、神奈川県立歴史博物館特別展『富士山大噴火－宝
永の「砂降り」と神奈川－』
・1783天明浅間山噴火：　平成18年5月28日（於群馬県）、6 月25日（於長野県）、フォーラム「浅間山
を知る」
・1891濃尾地震：　平成17年11月6日、「岐阜県防災の日」制定記念フォーラム『濃尾地震から導く現
代への教訓』
・1982長崎豪雨災害：　平成17年3月28日、長崎豪雨災害の教訓に関する調査報告会
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災害教訓の継承に関する専門調査会 http://www.bousai.go.jp/jishin/chubou/kyoukun/index.html

期別の調査結果等

 第１期（平成15年度－平成16年度）

　

■第１期委員名簿

■第１期専門調査会
　・第１回　開催案内（平成15年07月29日）　会議資料（平成15年07月31日）
　・第２回　開催案内（平成15年12月18日）　会議資料（平成15年12月22日）
　・第３回　開催案内（平成16年03月04日）　会議資料（平成16年03月08日）
　・第４回　開催案内（平成16年09月13日）　会議資料（平成16年09月15日）
　・第５回　開催案内（平成17年02月16日）　会議資料（平成17年02月23日）

■第１期報告書
　【地震・津波災害】
　・1662 寛文近江・若狭地震（平成17年3月）
　・1854 安政東海地震・安政南海地震（平成17年3月）
　・1855 安政江戸地震（平成16年3月）
　・1891 濃尾地震（平成18年3月）
　・1896 明治三陸地震津波（平成17年3月）
　【風水害】
　・1982 長崎豪雨災害
　【火山災害】
　・1707 富士山宝永噴火（平成18 年3月）
　・1783 天明浅間山噴火（平成18年3月）
　・1888 磐梯山噴火（平成17年3月）
　【火災】
　・1657 明暦江戸大火（平成16年3 月）
　・1976 酒田大火（平成18年3月）
　【その他の災害】
　・1890 エルトゥールル号事件（平成17年 3月）

　

 第２期（平成17年度－平成18年度）

　

■第２期委員名簿（第１期と変更なし）

■第２期専門調査会
　・第６回　開催案内（平成17年12月02日）　会議資料（平成17年12月07日）
　・第７回　開催案内（平成18年03月20日）　会議資料（平成18年03月22日）
　・第８回　開催案内（平成18年07月18日）　会議資料（平成18年07月21日）
　・第９回　開催案内（平成18年12月12日）　

■第２期報告書
　【地震・津波災害】
　・1847 善光寺地震
　・1923 関東大地震（平成18年7月）
　・1944 東南海地震・1945 三河地震
　【風水害】
　・1959 伊勢湾台風
　【火山災害】
　・1990 雲仙普賢岳噴火（平成18年12月予定）
　・1926 十勝岳噴火（平成18年12月予定）
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